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①実践プランの背景・課題
（応募した時のこと）

②やってみようと思ったこと・着眼点
（チームになって考えたこと）

③事例調査・文献調査
（チームで調べてみたこと）

④現場見学・トライアル
（チームでやってみたこと）

□2040年に向けて労働力人口1,400万人足りない
「労働供給制約社会」を迎えることから、シニア
の労働市場への参画は社会課題としても重要
□日本では65歳（60歳）定年が一般的だが、定年
後も働き続けることを希望する人も多い（男女と
も約8割は定年後も就業希望。一方、受入4割）
□シニアの健康,Well-beingにも長く働き続けられる
社会が形成されることに意義があるのでは

□65歳以上も活躍できる企業はどんな企業？また、
65歳以降も活躍できるシニアはどんな人？それが
分かれば、企業や個人（シニア）にとってのヒントに
なるのでは、と考えた

□特に、大阪に多い中小企業で、実践リーダーの地
元（東成区・生野区）にフォーカス

□インタビュー項目の検討（企業経営者向け、シニ
ア従業員向け） ※一番時間をかけたところ

□企業へのインタビュー訪問

□インタビュー記事まとめ・公開

□65歳以降も働きたい人はどの程度いるか

□65歳以降も働きたい理由はなにか

□65歳以上はどのような仕事をしているか

□その他、関連する事項



今後の予定キックオフ以降の取り組み

活動テーマ
65歳超えで働ける地域企業の事例をまとめて公開
（シニアにとっての地元のええ会社リスト）

高齢者が活躍する企業へのインタビュー及び個人へのインタビュー
をまとめた記事をSNSで発信する

10.02 キックオフミーティング

10.20 チームミーティング

11.06 チームミーティング

11.20 チームミーティング

11.30 チームミーティング

12.15 中間共有会A

12.21 経営者とのミーティング

1.16 チームミーティング

1.28 経営者団体の会合参加予定

2025.2月中 経営者へのインタ
ビュー（可能であれば、従業員向け
インタビュー含む）

2025.2.15 初回インタビュー実施
（東成区：㈱ニシト発條製作所）

2025.2.20 noteへ記事公開
「東成・生野のシニアにとっての‟え
え会社”探求」
https://note.com/azconnect/m/md
50942e5a1e8

これまでの取り組み（中間共有会A・B）

□取材先の確保（現在、3社程候補）

□取材実施、記事投稿

東成生野の
シニアにとってのええ会社

100社
のようなサイトへまとめる

https://note.com/azconnect/m/md50942e5a1e8
https://note.com/azconnect/m/md50942e5a1e8


活動の雰囲気がわかる写
真（あれば）を貼りま
しょう

活動記録
（各種調査、現地見学等を通じてわかったこと、感じたことなど記入しましょう）

□最初4回のミーティングでは、主にインタビュー項目をどのようにまとめるかをディスカッ
ションしました。

□最終的に「高齢者が活躍できる会社」をインパクト／アウトカムと設定したインタビュー
項目を作成（次項）

活動の雰囲気がわかる写
真（あれば）を貼りま
しょう

活動の雰囲気がわかる写
真（あれば）を貼りま
しょう

ミーティングの様子 ミーティングの様子 ミーティングの様子



活動記録
（各種調査、現地見学等を通じてわかったこと、感じたことなど記入しましょう）

11.30 チームミーティング

インパクト／アウトカム インタビュー項目

1高齢者が活躍できる会社

①定年制の廃止、定年の引上げ
60歳以上を採用した事はありますか？人材不足と言
われる中、御社で行っている策があれば教えて下さ
い。

吉崎さ
ん

②
多様な勤務形態（時短、フレックス、在宅、休暇制
度等）

何かしらシニア向けの制度はありますか？
例えば、時短、健康診断追加、作業環境の改善など。
なぜ、その取り組みを始めましたか？

③作業環境改善（体力低下をカバーする方法等）

④健康維持（高齢者向けの健康診断項目追加等）

⑤
評価（高齢期の人事評価、技能継承等に対するイン
センティブ）

どういったスキル、マインドがある方を採用したい
ですか？（定年を引き上げても雇い続けたいか？：
山本追記）

吉崎さ
ん

⑥世代間のコミュニケーション

世代間コミュニケーションの工夫は何かおこなって
ますか？
※技能・技術継承の視点をどう考えてますか？定年
が長引くことによるプラスの影響、マイナスの影響
両面で。

吉崎さ
ん

⑦社会的課題対応（人口減による若手人材採用難等）
シニアを採用・雇用継続することで果す貴社の社会
的責任に対するお考えはありますか？

山田さ
ん

⑧その他
シニア採用に当たっての公的補助・インセンティブ
となるもの（雇い続けるインセンティブ）があれば、
定年延長、廃止などを考えてみてもよいですか？

山田さ
ん
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企業への取材へ

写真提供：
㈱ニシト発條製作所（大阪市東成区）

ヒアリングシートに基
づく経営者向けインタ

ビュー

実際の就業状況も含む
シニア従業員へのイン

タビュー
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⑥今後の活動プラン（今後1～2年の活動イメージ）
□シニアの活躍する東成・生野の会社を引き続きインタビュー

□なるべく経営者だけでなく実際に働いているシニア従業員のインタビューも
行い、シニアになっても活躍するためのヒントを得る

□コツコツ活動を続けて、シニアにとってええ会社１００社みたいな特集にしたい
※現実的には月１回くらいの企業インタビューなので数年かかるかも

⑤実践プランの再設定

（③④を経てチームで検討し直したこと・やってみたからこそ分かっ
たこと）
□もともとの想定では、複数社のインタビューを考えていたものの
年末～1月と、企業側への取材日程調整が難しかった…

□AI活用により、後の記事編集の工程は相当削減できる（後述）
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⑦実践編で作った広報物、ツール等
https://note.com/azconnect/m/md50942e5a1e8

https://note.com/azconnect/m/md50942e5a1e8
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⑦実践編で作った広報物、ツール等

□取材インタビューのヒアリングシート

⇒取材時に必要な情報を引き出すための質問リスト

企業の概要を掴むための質問
経営者向けのインタビュー項目
シニア従業員向けのインタビュー項目

※特に、従業員向けインタビューは項
目を一部事前配布して当日を迎える
方が望ましいです（あまり言葉が出て
こないため）
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⑦実践編で作った広報物、ツール等

□取材記事を効率的に作成するノウハウ（AI活用）

AIレコーダーで取材音声データを全文字起こし（3～5分程度）
↓
文字起こしデータ（wordファイル等テキストデータ）をChatGPTへ
↓
「インタビュー風の記事を作成してください。」と指示
↓
概ね2,000文字程度のインタビュー風記事が作成される（1,2分）
↓
取材対象者にインタビュー風記事データを渡して内容確認依頼
↓
修正があれば、修正後にnoteへ貼り付けて公開
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参考：インタビュー作成の効率化

1時間程のインタビューを単純に文字起
こしすると概ねワード20枚、2万文字程
（一般的な文庫本が10～12万文字）

2000文字程度のインタビュー風の
記事に要約
手作業だとすごい手間が…

⇒AIレコーダーで「インタビュー内容全文を文字起こし」、ChatGPTで全文を読込み、
インタビュー風の記事にまとめる指示をするとこの作業が数分で完了
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ChatGPTへ文字起こし
データ（約2万文字）の

UPと記事依頼
インタビュー風の記事
（2,000文字程度）が生

成される
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取材先からの修正依頼

ニュアンスを伝えるだけ
で文字起こしデータか
らエピソードを拾って記
事を追記してくれる
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noteに記事公開

※記事のタイトルも
ChatGPTに依頼できる
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今後の活動案内 PR 等

noteの初回記事にプロジェクトの
概要と併せて、取材先の募集を
おこないっています。

連絡先もそちらに記載しています
ので、本プロジェクトにご興味の
ある方はこちらからご連絡頂け
ればと思います。

初回記事
https://note.com/azconnect/n/n5aea66df
403a

連絡先：
取材先も募集しています！

https://note.com/azconnect/n/n5aea66df403a
https://note.com/azconnect/n/n5aea66df403a
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今後の活動案内 PR 等

東成・生野のシニアにとってのええ会社を含む、

共創チャレンジ名

東成・生野で人を生かす“小さくても
ええ会社”を増やそう！
https://team.expo2025.or.jp/ja/challenge/C10386

で、10月9日（木） EXPO 2025

大阪・関西万博フューチャーライフエクスペリエンス

 ＆ 「TEAM EXPOパビリオン」に出展
します！

https://team.expo2025.or.jp/ja/challenge/C10386
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実践リーダー

写真

山本 哲史

以前から地元の“ええ会社”
にフォーカスした記事をまと
めたいと考えていましたが、
今回のアカデミー実践編に
参加することで、シニアに
とっての“ええ会社”として
コンセプト化できてよかった
です。今後も継続的に実践
できればと思います。

写真

実践メンバー

芦田 智至

（感想）
経営者のインタビューを実践してみて、

小さな会社でもシニアの雇用について、かなりよく考え
ているということが分かりました。

一般的なサラリーマンである私にとっては、自社の経営
者もここまで考えているか気になったところです。

写真

写真

実践メンバー

山田 重昭

（感想）

東成区・生野区の中小企業の経営者の集まりに参加させて
頂き、ディスカッションできたことで、地域創生の一端を垣間
みることができて、貴重な経験となりました。ありがとうござ
います。

実践メンバー

吉崎 浩眞

（感想）

経営者の考えておられていることがよく分かったのが大き
な収穫でした。

現場では色々な課題があるのだろうなとおもっていました
が、今後の人口構造上シニアの活用は必須なので、経営
者の考え方を聞けたのは参考になりました。
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